
～工事事故の発生状況～

※北陸地方整備局発注の直轄工事を対象としています。

※使用している数値は速報値であるため、今後変更となる可能性があります。

◆令和６年１月～９月事故の状況◆
【事故の特徴】
☆労働災害と公衆災害を合わせた事故全体の件数は、35件発生しており過去５年平均
に比べ20件減少しています。
☆労働災害は22件。工具取扱いの事故が増えてきています。
☆休業４日以上労働災害は６件発生しています。

令和６年１月から９月までの事故件数は35件で過去5年平均と比較する20件少ない状況です。労働災害

は22件、公衆災害は13件発生しており、過去５年平均と比較してともに減少しています。
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• これからの季節は日没が早くなり、寒さも徐々に厳しくなるなど、作業現場は大きな影響
を受けます。

• 本格的な冬が来る前に、必要な用具等の確保、設備の点検やタイヤ交換、冬季環境下にお
ける労働災害・公衆災害の安全教育等を行いましょう。
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・事故割合

過去5年平均の事故割合の推移と比較すると３月、7月は増加しているものの他の月は減少していま

す。

・月別の事故発生件数

過去5年平均と比較すると、７月が増加しています。

事故割合 ＝ 事故件数 ／ 施工中工事件数
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・休業4日以上の事故発生状況
今年１月から９月までの労働災害22件のうち、6件が休業4日以上の事故となっています。過去5年平

均と比べると重大事故の割合はほぼ横ばいで推移しています。

・労働災害の原因別事故発生件数

※その他：転倒、土砂崩落・電気・爆発・港湾・その他事故等

令和６年１月から９月までの労働災害のうち、原因別で多い事故は工具取扱いとなっており、過去5

年平均と比較しても増加しています。
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・公衆災害の原因別発生状況

令和６年１月から９月までの公衆災害は過去5年平均と比較すると減少していますが、架空線事故は増

加しています。

・建設工事事故データベース（SAS）は、地方整備局・都道府県・政令指定都

市・機構等が発注する公共工事で発生した一定規模以上の事故の事故報告

データの集合体です。収集されたデータは、建設工事事故対策検討委員会や

発注者において、工事事故防止に向けた対策の検討・立案に利用しています。

・休業4日以上の建設工事事故等を対象に、登録に必要な事故番号、パスワー

ドを発注担当課長等に通知しますので、受注者・発注者は、インターネット

を利用して登録（入力）してください。

・登録に関する詳細については、ホームページ内の「SASのガイドライン」を

参照して下さい。

https://sas.hrr.mlit.go.jp/

休業４日以上は建設工事事故データベース（SAS）に登録

【問合せ先】 北陸地方整備局 企画部 技術検査官 山崎
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北陸地域の冬は、降雪や寒さに
より労働現場の環境が大きな影響
を受けます。積雪や凍結による「
転倒」などの災害 、路面の圧雪・
凍結による車両のスリップ事故災
害、 除雪作業中の様々な災害など
、『冬季特有』の災害の発生に注
意を払う必要がある季節です。
これらを防止するために、現場

における安全に対する意識や取組
について再度確認し、また、冬季
に発生する労働災害・公衆災害の
特徴を熟知して、降雪前に、あら
かじめ適切な対策や注意喚起、安
全教育を講じて、冬季でも安心・
安全に働ける現場を築き、厳しい
冬を乗り越えましょう。
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厚生労働省長野労働局ホームページ 冬季労働災害防止特設コーナー

寒候期予報（2024年09月24日発表）の解説 新潟地方気象台

 今冬の降雪量「平年並みか多い」

今冬（12月～来年2月）の寒候期予報によると、日本付近では上空の偏西風
が平年よりも南に蛇行するため、冬は日本に寒気が流れ込みやすくなるめ、北
陸地方では冬型の気圧配置が強まり寒気の影響を受ける時期があるため、冬の
降雪量は平年並みか
多いとしています。

大雪となる可能性
が例年より大きいこ
とから、冬に向けた
準備や最新の気象情
報に留意をするよう
万全の対策を行って
ください。


